　高　萩　市　


崖に対する検討書
	区　　分
	事　　項
	状　況　・　所　見

	形状
	崖高
	

	
	勾配
	

	
	オーバーハング
	

	
	沢筋の有無
	

	
	人工斜面
	

	基盤の状態
	土質・土層
	

	
	断層破砕帯
	

	
	風化
	

	表層土の状態
	土質
	

	
	基盤との圧密状態
	

	水処理
	湧き水
	

	
	集中流下
	

	
	浸透水
	

	樹木
	樹種・大きさ
	

	経過
	
	

	その他
	
	

	総合所見と対策
	


平面図・断面図（別紙可）
	


崖に対する検討書《記入例》
	区　　分
	事　　項
	状　況　・　所　見

	形状
	崖高
	約３０．８ｍ

	
	勾配
	１：０．７９

	
	オーバーハング
	特になし

	
	沢筋の有無
	なし　　　　※　さわすじ…沢が上部にあるかどうか

	
	人工斜面
	３ｍ～６ｍ

	基盤の状態
	土質・土層
	泥岩

	
	断層破砕帯
	なし

	
	風化
	なし

	表層土の状態
	土質
	堆積腐葉土

	
	基盤との圧密状態
	植物根等により密着

	水処理
	湧き水
	雨水が基盤と表層の間に見られるので土側溝により排水

	
	集中流下
	特になし

	
	浸透水
	少量

	樹木
	樹種・大きさ
	雑木　２ｍ～３ｍ

	経過
	
	過去に地滑りにより崩れ落ちた跡と見られる

	その他
	
	

	総合所見と対策
	　以下別紙「地滑り学入門」の第８章地滑り調査法に基づき現地調査。

　申請地は過去に地滑りがあったと見られ、東南部急斜面部には小木だけが生息し雨水も表土下部で一部湧いている。しかし、基盤が固い泥岩となっているので、地滑りの危険があるとは考えられない。あわせて、斜面より申請建築物は２５ｍ以上離れており、危険性は少ないと見られる。ただし、今後の斜面状態を観察し、風化や亀裂等が見られれば擁壁等の対策を必要とする
　　　　　　　　　　　　　　　　　○○建築設計事務所　　　△△　△△


平面図・断面図（別紙可）
	　別紙図面による。（写真共）


